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"民

族

夂

の
®
史

时

展

開

と

そ

の

担

：い.手

に

つ

い
‘て
.

I

:

:

ニ一、
は
し
が
き
：
.

；

1ー、
0
'
.
&
.
カー

の
チ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論.

.
三
、
ナ
シ
.ョ
チ
リ
ズ
ム
の
史
的
展
開

.

四
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
批
判
と
現
代
の
課
題

■

.
■
.
-
, 

,
 

•

「

、
は

し

が

き

'

ナ
シ
-3
ナ
リ
ズ
ム
.と
は
あ
い
ま
い
：な
言
葉
で
あ
る。'

そ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
民
族
解
放
の
.動
き
を
意
味
し
'
 

て
華
々
し
く
脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、前
世
紀
の
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
の
国
民
主
義も
、 

今
世
紀
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
、
や
は
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
は 

楣
の
両
面
を
持
ぢ
、
あ
る
時
に
は
進
步
と
解
放
の
光
明
で
あ
る
が
、
あ
る
時
に 

.は
反
動
と
侵
略
の
専
制
政
治
に
す
ぎ
な
い
。
ご
く
一

 

般
的
に
は
、r

ナ
シ
ョ
ナ
リ 

ズ
ム
と
は
、
あ

るna
t
i
o
n

の
解
放
、
独
立
、.統
一
、
発
展
、
拡
大
な
ど
を
求 

、め
る
思
想
と
運
動
で
あ.る」

..と
で
も
い
え
ょ
ぅ
が
、
そ
の
内
容
は
極
め
.て
免
化 

に
富
ん
で
お
り
、
国
民
主
義
、
国
家
主
義
、
民
族
主
義
な
ど
の
訳
語
を
あ
て
て

::' 

白
：
ン;:

井
：

V
'
:
:

厚

み
て
も
、
そ
.の
：全
貌
を
表
わ
ずこ
と
は
出
来
な
い
。
と
の
ょ
ぅ
な
^
罾
の
複
雑
.

 

さ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の

r

貫
し
た
理
解
を
妨
げ
、
労
働
運
動
や 

社
会
主
義
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
して
い
る 

の
で
あ
る.
。.

•

:

し
か
し
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
.
歴
史
の
現
段
階
に
お
い
て 

特
に
重
要
な
意
味
を%■
っ
て
い
る
。
第
一
ン
に
、
資
本
主
義
の«
に
お
い
て
、
ア 

ジ
ア
•
ア
フ
リ
ヵ
の
民
族
解
放
の
運
動
が
、
世
界
の
政
局
に
強
く
影
響
し
、 

植
民
地
時
代
の
終
慕
を
告
げ
て
、
：民
衆
の
生
活
や
思
想
を
.大
き
く
変
え
て
い 

る
。
.第
一
一
に
、
社
会
主
義
の
内
部
で
は
、
チ
ト
ー
主
義
の
評
価
に
つ
い
て
見
解 

が
.動
揺
し
、
ま
た
東
ペ
ル
リ
ン
、
ポ
ズ
ナ
ン
、
ブ
タ
ぺ
ス
ト
な
ど
の
痛
ま
し
い 

悲
劇
は
、
社
会
主
義
国
の
民
族
政
策
に
つ
い
て
、
深
刻
な
反
省
を
求
め
ず
に
は 

お
か
な
い
。
ま

た「

入
罾」

の
問
■
が
、
原
水
爆
を
契
機
と
し
て
史
上
は
じ
め 

て
現
実
の
行
動
の
上
で
：の
課
題
と
な
り
、
人
間
性
の
危
機
ぶ
叫
ば
れ
た
場
合
、
 

「『

人
類』

の
問
題
は
'『

階
級i

や

『

員
双』

の

問
題
を
単
に
包
括
し
てい
る

の 

で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
一
層
細
密
化
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る

」

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
填
態
に
対
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
は
、

は 

欧
米
系
も
マ
ル
ク
ス
系
も̂

に
立
遅
れ
を
見
せ
てき
た

。

欧
米
系
の
理
論 

は
、
思
想
史
的
に
は
か
な
り
詳
細
な
も
の
が
あ
る
：が

(

例
え
ば
0.;

了「

¥

へ 

ィ
ズ)

、
,非
西
欧
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
.ム
は
西
欧
の
そ
れ
と
は
異
質
の
も
の
で 

あ
る
と
し
て
、
そ
の
分
析
が
ア
ジ
ア
に̂
ふ
と
と
は
は
な
は
だ
少
な
い
。

ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
は
、.
植
民
地
の
独
立
革
命
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
一 

ト 
の
®f

に
よ
っ
、て
初
め
；て
完
全
に
行
い
得
る
と
い
う
5

、
ン
テ
ル
ン
方
式
に 

よ
っ
て
、
ガ
ン
ジー

、.
ネ
ル
I
、
ス
カ
ル
ノ
な
ど
の
評
価
を
誤
り

(

ソ
.述
共
産 

党
第
一
ー
，〇
回
大
会
に
よ
？
て
再
評
価
さ
れ
た

)

、

ま
.たr

フ
：ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主 

'
義
は
、
そ
の
柔
軟
性
を
失
っ
て
ソ
ヴ
テ
ト
の
大
国
主
義
を
擁
護
す
る
結
果
と
な 

っ
た
。
ス
タ
：-リ
ン
に
'よ
れ
ば
、
，社
会
主
義
国
の
民
族
，は
、.

「

そ
の
階
級
i. 

成
と
精
神
篇
相
の
点
で
も
、

そ
の
社
会
的
.
政
治
的
利
害
と
志
向
の
点
で 

も」

、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
族
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
し
、

「

は
る
か
に
全 

人
民
的」

と
説
明
さ
れ
る0
だ
が
東
欧
の
諸
国
に
お
い
て
は
、
事
情
は
複
雑
で 

.あ
っ
た
。
そ
の
失
敗
は
、
勿
論
権
办
欲
と
か
赤
色
帝
国
主
義
な
ど
と
い
う
説
明 

で
理
解
さ
れ
る
べき
で

は
.な

く

、

社
会
主
義
办
場
合
、
理
論
と
現
状
分
析
の
誤 

り
が
反
子
の
活
動
舞
台
を
与
え
.

た
も
の
で
あ
ろ
う
'。
長
洲
二
 t

氏
は
、
 

「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
'的
民
族」

と

「

社
会
主
義
的
民
族|_
と
い
う
、.本
質
的
.で
ち
る
.が 

,あ
ま
り
に
一
般
化
さ
れ
た
体
の
中
に
、
アジア..

ナ
シ
.ョ
ナ
リ
ズ
ム
の 

評
価
を
動
脈
硬
化
に
お
ち
い
ら
せ
る
原
因
を
見
、

「『

社
会
主
義
的
民
族』

に
.つ 

い
.て
の
柚
象
的
に
は
芷
し
い
規
定
も
、
現
実
に
は
な
ん
ら
問
題
を
解
決
で
き
ぬ 

美
辞
麗
句
化
す
る
危
険
、
さ
ら
に
は
ロ
シ7
.
至
上
主
義
と
ぃ.ぅ
ゅ
が
み
.を
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
に
も
ち
こ
む
危
険
を.は
ら
ん
で
い
た」

と
し
て
い
る
。

そ
•こ
で
、
現
在
の
ナ
シ3:
ナ
，リ
ズ
ム
理
論
に
と
っ
て
の
焦
眉
の
課
題
は
、
こ

の
よ
う
な
現
実
の
進
展
に
対
す
る
理
論
の
立
遅
れ
を
と
り
も
ど

•し
、
単
に
現
実

の
：事
後
承
認
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
積
極
的
な
政
策
に
対
す
る
根
挞
を
与
え

奋
こ
..と
'で
あ
_;-
-
6
-う：°
そ
.の
'た
.め
.に
'は
、
欧
米
系
.と
マ
ル
.ク
ス
系
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
理
論
を
枇
利
的
に
摂
取
し
、'ナ
ツ
ド
ナ
リ
ズ
ム
め.発
展
の
歴
史
を
具
体
的

'

に
把
握
し
、
そ
のi

に
も
と
づ
い
て
今
日
の
実
態
を
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な
'

.
:

-
•(

6)

い
。
ナ
ツ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
多
面
体
に
も
た
と
え
ら
れ
て
、•
そ
の
関
係
す
る
分
野 

は
'ま
こ
と
に
広
く
、
も
と
よ
り
小
稿
を
も
っ.て
は
尽
く
し
が
た
い
が
、
各
面
の 

構
造
が
実
際
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
よ
3
な
、
歴
史
法
則
と
の
墓
本
的
な 

関
連
を
考
慮
に
い
れ

K
、

以
下
そ
れ
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
ふ
れ
て 

み
よ
う
。
:
: 

.

■
 

;
 

.
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^
 

:
■ 

'

. 

I 

' 

.
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1)

I

I

 

.の
語
源
は
出
生
を
表
わ
し
、ロ
シ
ァ
語
のH

a
l

が 

p
§
.(

血
縁)

か
ら
く
る
の
に
似
て
い
な
。
だ
が
今
日
で
ば
、

V
o
l
k

が
封 

.
建
社
会
に
お
け
る
、
潜
在
的
な
民
族
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

n
a
t
i
o
n

は 

.近
代
国
家
の
政
：治
巣
位
で
：ぁ
り
、
自
覚
的
な
統
一
民
族
で
ぁ
る
。

c
f
.

ド 

.vi
e
H
k
a
n
d
t
; 

Gesellschaftslehre,. 1928.

日
本
語
で
は
、
国
民
主 

義
と
.い
う
場
合
国
民
全
体
を
、
国
家
主
義
は
支
配
者
を
中
心
と
し
、
民
族 

主
義
：と
い
う
時
は
他
民
族
と
の
：対
立
に
重
点
を
■置
い
：て
考
える
の

が
普
通 

:■
.

な
の
で
、
こ
れ
ら
.は
ナ
シ
ョ
'ナ
'リ
ズ
ム
.の
•あ
る
段
階
を
そ
れ
ぞ
れ
.示
す
こ

へ
と
は
で
#
る
：0

, 

-

.

.

.

V 

•
.

.

.

.

■.
.

四
，九
.ハ(

三
三
五
：'

)

現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
課
題：

.
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.
 

H
 
ロ
朴
郎
-.
歴
史
の
現
段
階」

-'
'
ー
九
五
，八
年
、
--
四

-—
-
頁
。
，.」

:,
そ
の
他
心
31
学
、
猜
神
分
析
学
な
.ど
の
ナ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
を
紹
介
し
て 

(

3)
-:
,ベ
イ
ズ
は
、
.チ
シ
，ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
 

い
る
0
.そ
の
視
野
は
ま
:-
と
'に
広
大
で
あ
る_が
、

こ
の
よ
う
な
綜
合
の
み 

る
一。

'

'
V

:

.•
'
を
'も
っ
て
しV

は
、
.ナ
シ
.
3ナ
认
ズ
ム
を
歴
史
ぃ
の
法
.則
と
関
速
さ
せ
て
理

J
a
c
o
b
i
n

 n
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

.

. 

.

.

解
.す
る
'こ
.と
'は
で
.
.ぎ

な
.い
._で
：あ
ろ
うo 

.

.
彼

は
西
欧.ナ
‘ゾ
'ヨ
ナ
リ
ズ
ム
.と
非

.
西
欧
チ
シ
、ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
竣
別
し
、
混
乱
を
防

I

め
に
、
い
ろ
い
ろ
の

. 

.
H
e
r
d
e
r
)

 

l
i
b
e
r
f
l
^
&
o
s
s
m
.

 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
修
飾
ず
る
形
容
詞
を
つ
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る 

.

'

て

(
w
e
n
t
h
a
m
,

 

1

0

-.
.

■

.が
、
.相
互
の
有
機
的
関
連
を
示
し
て
は
い
な
い
。

-
^
i
n
t
e
g
r
a
l

 n
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

 

(IMUSSOlini)

ニ
、

£

.

平

ノ

カ

ー

の

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

論

そ
れ
は
、
歴
史
の
実
際
よ
り
は
理
念
の
展
開
で
あ
り
、彼
の
説
く
性
格
は
、

 

-
 

.

.

今
日
め
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
あ
ま
»；
'
あ
て
は
ま
ら「

な
い
よ
う
で
あ
る
。
 

今
日
の
欧
米
系
の
ナ
ツ
3
ナ
リ
ズ
ム
論
に
お
い
て
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い 

( .
4:)

..
ス
タ
ー
リ
ン「

民
族
問
題
と
レー

11 .

ン
，主
義」

国
民
文
庫
一
三
〇〜

る
の
は
；g
'

wo
a

r
r

のN
a
tio

n
a
lism

 an
d

 A
fte

r,  1
9
4
5
.

で
あ
る
。

1

頁
。
 

.

彼
：は
、「

近
代
的
な
意
味
で.
の

n
a

tio
n

は
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
国
'

(

5)

長
⑽ 
一
ニ「

現
代
民
族
問
題
と
マ
ル
ク
ス
主
義

」
'「
現
代
.マ
ル
ク
ス 

' 際
敗
|

と
い
う''
0
:
;り
も
前
国
際
的-

―
-

秩
序
が
崩
壊
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
れ 

主
義」

I
、1

•九
五
八
年
所
収
、
五
九
頁。

. 

.た
も
の
で
あ
：り
、
大
胆
なC
V自
己
主
張
的
な
個
人
主
義
の
：ル
ネ.サ
ン
'
ス
精
神
が

(

6)

. 

L
*  

L»-S
n

y
d

e
r

ば
a
H
げQ
^
ct
>
§
s*
g
o
f N

a
ti

o'n
aH

sm

 
= 

n
a

tio
n

と
い
う
集
団
的
、
民
族
的
な
平
面
に
投
影
し.
た
も
の」

と
認
め
る
が
、
 

1
9

1
3

.

に
ぉ
い
て
、「

#
M
体
の
掛
質
は
、
■そ
の
観
察
が

い

か

に

く

わ

し

い「

近
代
の
国
^ -
関
係
史
は
三：

つ
の
部
分
的
に
重
り
合
？
た
時
期
に
分
れ
、そ
の
時

.
■も
の
で
も
、
そ
の 
'一
面
だ
け
を
M；
察
す
る
だ.
け
で
ば
时
も
廸
解
で
き
な
いc  

’
期
.に
よ
っ
て
、
m
治
的
実
体
と
し
て
0-
n
a
cf
io
s
に
つ
い
て
の
見
解
に
は
甚
だ

..(

2)  

.

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

.の
研
究
は
、

「

わ
れ
わ
れ
，がm

u
l
t
i
d
i

01''.cipHned 

し
.い
へ
だ
た
：り
が
見
ら
れ
る.

」

こ
，と
を
強
く
主
張
し
て
、
そ
の
歴
史
を
次
ぎ
の 

:
t
E
n
k
l
n
g

>-
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
：、
関
迪
諸
科
学
の
分
析
の
結
果
を
駆
使
し
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
'

た
'多
面
的
か
つ
綜
合
的
な
考
え
方
に
基
辘
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

.い」

•

第

I;

期…
…

(

中
世
的
結
合
の
分
解
、民
族
：国
家
と
民
族
教
会
の
樹
立
か
ら
、
 

.
と
し
て
、E.

 B
a
r
k
e
r
,

 C. J
V
H
.

 H
a
y
e
s
〈

歴
史
学)

、
H
.
w
c
h
n 

(

社 

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦
争
ま
で

)

会
心
理
学〕

、M
.  S

，
H

a
n

fa
,n

 (

政
治
学)

，、M
.  w

irth
(

社
会
学)

、. 

国
家
の
主
権
：を
行
使
す
る
も
の
は
国
王
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
君
主
た
る

個
人
の
相
互
関
係
を
律
す
る
国
際
法
が
生
れ
た
。
主
要
な
，

n
a
t
i
o
n

間
の
有 

識
階
級
は
フ
.一ブ'ン
ス
.語
を
通
じ
て
相
互

〔

に
交
際
し
、

一
般
市
民
ぱ
主
権
者
た 

ち
が
戦
争
を
し
て
い
る
時
で
も
互
に
自
由
に
商
取
引
を
す
る
.「

国
際
的
.

」

な 

時
代
で
あ
っ
た
。.こ
：.：の
時
代
の
経
済
政
策
、
重
商
主
義
の
目
的
は
、

「

共
同
社 

丨
ム
い
は
そ
の
成
員
の
福
祉
を
増
遂
ず
る
こ
と
で
は
な
く
、
主
権
者
に
体 

現
さ
れ
る
国
家
の
力
を
強
化
す
る
こ
と

」

で
、
そ
れ
は
、H
. F. H

e
c
k
s
c
h
e
r

 

•
が
定
義
し
た
よ
ぅ
に

T

国
民
の
た
め
の
富
で
あ.っ
た
が
、
.
し
か
も
人
民
の
大 

.多
数
が
そ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
富

」

で
あ
る
。
.
：
.

第
二
期…

—

.(

ナ
ポ
レ
オ..
ン
，戦
争
が
ら
、.
ヴ.
エ
ル
サ
ィ
ユ
講
和
ま
で〕

,

.

本
質
的
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
所
産
で
，あ
.？
て
、
.

「

国
王
相
互
の
戦
争
に
終 

.■

始
し
た
騷
乱
の
第-*
期
と
、
現
代
の
国
家
相
亙
め
戦
争
に
彩
ら
れ
る
明
ら
か
.

•
/ 

(

3〕

に
ー
層
德
だ
し
：

S

騒
乱
の
時
代
と
の
あ
い
だ
に
位
す
る
牧
歌
的
な
間
奏
曲

」 

で
あ
る
。
国
際
関
係
は
国
王
の
個
人
的
利
害
、
野
心
、
感
情
で
は
な
く

、

®

 

民
の
集
団
的
な
利
害
、
野
心
、
感
情
に
よ
.
ヮ
て
芰
配
さ
れ
、
政
治
的
な

「

'ナ 

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム!.
_
.ど
経
済
的
な
—|

ィ
ン
タ
|
ナ
シ

a

ナ
リ
ズ
ム」

が
均
衡
を 

t

v

民
主
主
義
的
な
中
産
階
級
.の
ナ
シ

 

>

ナ
リ
ズ
ム
が
成
立
す
る
。

第
三
期…

…
(f.

九一

四
年
か
ら
，一
九
三
九
年
ま
で)

.

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
破
局
的
成
長
と
ィ
ン
タ
ー
ナ
ツ
ョ
ナ
リ
ズ
■ム
の

^

 ̂

の
時
代
。.
そ
の
原
因
，は
、
⑴
新
し
い
社
会
層
が
国
家
の
実
質
的
な
成
員
の
中 

■

に
導
入
さ
れ
た
こ
と
、..:
⑵
経
^

権
力
と
^

の
苒
結
合
、
⑶
国
家
数
の 

.
増
加
、
で
あ
る
。
国
家
は
社
会
化
さ
れ
、

「

は
じ
め
：て
大
衆
の
経
済
的
要
求
を 

:

.
全
面
に
狎
し
出
し
、V:
.:
.賃
金
お
よ
ぴ
廑
用
の
防
衛
が
国
家
政
策
の
対
#

と.

現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
課
題

.な
り
、
：
：
：
労
働
者
に
彼
の
国
家
.の
政
策
と
権
力
に
対
す
る
強
い
実
際
的
関 

.
'

心
を
：も
た
せ
、

…
…

国
家
の
社
会
化
は
、
そ
の
当
然
の
，婦
結
と
し
て
、
社
会 

:
主
義
を
国
家
的
な
も
..の
に
す
る
。

」

，

「

社
会
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

(

ま
た
は
ナ
シ 

:

ョ
ナ
ル
•
ソ
I
シ
ァ
リ
ズ
ム)

は
、
そ
の
.基
盤
を
政
治
的
目
的
か
ら
経
済
的 

丨
目
的
に
転
換
ず
る

)

1
:̂
'に
ょ
っ
て
、
レ.セ
•
フ
エ~

ル
国
家
を
廃
止
し
、

『

社 

:

会
奉
仕
1
囯
家
を
誕
生
さ
也
る
こ
と
に
な.っ
.た
。……

単
一
の
世
界
経
済
は
、 

.■
多
数
の
国
民
経
済
に
と
ら
て
か
わ
ら
れ
、：
そ
れ
は
お
の
お
の
そ
れ
自
体
の
搆 

.
:

成
員
の
利
益
に
没
頭
す
、る
こ
と
に
な
マ
た
。

」

•

、

 

第
四
期
”：.

…
(

第
二
次
世
界
大
戦
以
後

)

，

•
大
戦
に
お
い
て
ナ
シ3
ナ
リ
ズ
ム
'は
第
三
期
の
極
点
と
破
局
を
明
示
し
た 

い

が

、「

第
四
期
に
わ
れ
わ
れ
が
す
で.に
踏
み
入
り
つ
つ
あ
る
か
、ど
う
が
を
云 

,
う
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
：早
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

」

- 

V 

'

■

彼
の
分
類
の
.規
準
は
、n

a
t
i
o
n

の
：基
本
的
性
格
と1
1
3
^
1
0
2
1

批
互
間
の
関 

係
で
あ
；っ
て
、
彼
は
各
時
期
の

n
a
t
i
o
n

の
実
体
を
つ
ぎ
の
ょ
う
に
考
え
て
い 

る
。.
：

:,
'
•
•
•

' 
'

■

第
，一.期—

国
壬
.(p

e
o
p
l
e

をn
a
t
i
o
n

か
ら
除
外〕

■

第
一
一
期

—
p
e
o
p
l
e

又
は
中
間
階
級(

後
の
労
'働
者
ま
た
.は
0
0
1̂
0
1§
 p

e
o
p
l
e

 

を
除
外)

第
三
期
I
大
衆
'

(

労
働
者>

-

- 

.
W
'
'
:

•

:
そ
し
て
国
傺
関
係
は
、
：

：

-V
•.
''
■■
.

第j

期
丨
主
権
者
の
ナ
シ3

ナ

リ

ズ

ム

で

、

..，一
般
市
民
は
国
際
的

'

:

五I 

(

三
三
七)



第
一
：.

一
期
I
国
民
感
情
と
し
て
は
ナ
シ
ョ-チ
リ
ズ
ム
.だ
：が
？
$

|

^

に

は

単

：
：ー

(

の
：

,

,

.
世
界
f

を
i

し
て
国
際
的
：.

'
 

第
三
ザ
政
治
的
に
も
囊
的
：に
も
ナ
シ.ョ
ナ
->
;
ズ

ム
..

-
こ
め
よ
う
な
区
分
は
、
ま
こと
に

簡

明

で
>

^
唆

に

富

む

と

は

い

え

、
ナ

シ3 

ナ
リ
ズ
ム
6
歴
史
の
複
雑
な
実
態
の
認
識
に
つ
い
て
は
か
な
り
問
f

あ
る
 々

■—
1歴
史
の
型
と

は

歴
史
家
の
心
の
所
産
だ1_
と

い

う
の
が
力
ー
の
特
徴
的
な
歴
史.
 

観
で
あ
る
が
、
歴
史
家
の
主
観
に
よ
づ
て
歴
史
上
の
重
大
な
事
実
を

.ゆ
が
め
、
一
 

つ
の
鋳
型
に
押
し
込
：め
る-と
は

許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス 

で
は
、

一
七1«
:
お
の
ホ
員
罾
に
よ
っ
て.絶
対
主
義
体
制
を
つ
き
や
ぶ
り
、
議 

会
が
櫂
カ
を
握
ブ
て
康
始
的
蓄
積
の
過
程
を
押
し
進
め
、
ブ
.ル
：ジ
ョ
ァ
秩
奪 

確
立
す
る
た
め
の
条
件
を
強
力
を
も
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
が
、
そ
の
.過
程
の
中 

で
資
本
主
義
生
産
が
確
立
し
て
ぐ
る
と
、

.

こ
の
秩
序
は
自
律
性
を
主
張
し
て
、

レ

セ
！,
フ
K
1
ル
の
旗
印
を
掲
げ
て
生
み
め*
た

る「

国
家」
.か
ら
解
放
を
求 

め
.る
に
茔
っ
た
。
す
で
に
一
七
七
六
キ
に
、
ス
ミ
ス
.

は
.

「

国
富
論」
に
お
い
て 

n
a
t
i
o
n
s

の
富
の
蚀
質
を
研

£

九
し
、
自
由
主
義
的
な
秩
序
確
立.の
た
め
に
：封
建 

制
度
と
重
商
主
義
的
国
家
政
策
に
戦
闘
を
挑
か
の
で
あ
る
。
英
仏
な
ど
の
絶 

対
主
義
国
家
に
つ
い
て
は
、
力
ト
の
説
が
あ
て
.は
.ま
る
面
も
多
い
が、
' ナ
ポ
レ 

オ
ン
戦
争
ま
で一

括
し
.て
童
商
主
義
で
.
は

な

か

っ

た

。

同

じ

^

:

|:
-
お

い

て 

も
、
.
各
国
資
本
主
義
発
展
速
度
の
相
違
ハ
へ
世
界
資
本
主
義
機
構
の
中
に
占
め
る 

経
済
的
な
地
位
の
差
に
よ.
.っ
て
、H

の
形
成
、

そ
の
性
質
、
政
策
.は
大 

い
に
異
な
り
、
簡
単
に
年
代
を
も
っ
て
区
別
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

。

'

ま
た
ナ
ツ
ョ

ナ
リ

ズ

ム

の
担
い
手
が
、
力

ー

の

よ

う

に
国
壬
4

ブ
ル
ジ
ョ
ア

.

五
ニ
：(

三
三
八)

労
働
者
と
移
.っ
て
い
っ
た
と
い
ぅ
の
も
正
確
で
，は
な
か
ろ
う
。
.第
一
期
に
つ 

-■
:
い
て
い
え
ば
、
重
商
主
義
と
い
ぅ
の
は
原
始
的
蓄
積
期

(

西
欧
で
は
一
五
世
紀 

一
末
か
ら 

一
A
世
紀
の
ふ
ャ
，
七0
年
代
> 
の
経
済
政
策
を
さ
す
の
が
ふ
つ
ぅ
で
あ 

っ
て
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
絶
対
王
政
と
そ.の
運
命
を
共
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。 

力

！
の
袓
国
ィ
ギ
リ
：
ス
に
つ

.
'い
.て
v>
え
ば
：、
重®
}

W

が
最
も
発
展
.し
た
時
の 

主
体
は
議
会
で
あ
り;>
:そ
.の
政
策
の
主
柱
は
、
国
家
権
力
を
纂
と
し
て
特
権 

的
な
外
国
貿
易
に
従
事
す
る
商

i
*

本
と
、
.
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
を
基
礎
と 

.し

た

で

あ

.？
た
。
：ま
た
第
三
期
の
主
体
が
秦

(

賃
金
、
雇
用
の
防 

衛
を
間
題
义
す
る
の
，だ
か
ら
、
主
と
し
て
労
働
者
>:■
で
あ
る
と
す
る
の
、も
問
題 

.で
あ
ろ
う
。
.力ー

の
ょ
ぅ
に
ナ
シ
ョ
ナリ
ズ

ム
の
破
局
か
ら
世
界
大
戦
へ
と
い 

ぅ
.変
化
の
原
因
の
一
半
を
大
衆
の
勢
力
の
増
大
に
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
労

. 

馨

動

と

民

、
王
主
義
こ

.そ
戦
争
を
生
み
出
し
た
と
も
い
え
そ
ぅ
で
あ
る
。
だ
が 

こ
の
時
期
の
実
際
は
、
帝
国
主
義
段
階
へ
の
突
入
に
ょ
っ
：て
資
本
主
義
は
民
、王 

主
義
の
実
質
を
失
い
、；
形
式
的
な
議
会
主
義
で
労
働
者
を
押
え
そ
の
意
識
を
小 

,
市
民
化
し
、.労
働
者
を
資
本
主
義
体
制
内
の
存
在
に
定
着
し
、
植
民
地
か
ら
の 

’
海
過
利
潤
で
そ
の
上
層
を
厚
く
包
ん
で
、
，
彼
ら
に
偽
装
の
祖
国
を
与
え
た
の
で 

’
.'
あ
っ
た
0
.大
衆
社
会
.と
い
ぅ
場
合
、.•そ
れ
は「

単
に
テ
ク
ノ 

ロ
ジー

、
.資
本
主 

義
の
発
達
か
ら
直
線
的
に
出
現
し.た
4
の
で
は
な
く
、
ご
ぅ
し
.た
条
件
の
上
で 

.独
占
資
本
が
下
が
ら
の
要
求
を
く
み
つ
つ
、
し
か
も
そ
の
利
益
に
沿
っ
て
形
成 

し
て
い
-っ
た
と
い
ぅ
側
面
を
逸
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
0」

.

そ
こ
で
、
力
-
の
説
に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の.こ
と
を
指
摘
し
ぅ
る。

. 

第
一
に
、
歴
史
の
表
面
に
現
わ
れ
た
形
式
の
分
類
で
は
な
く
、
ナ
シ
3
ナ
リ

ズ
ム
の
実
体

.ヽそ
の
実
質
上
の
推
進
力
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、

に
よ
る
区
分
は'そ
の
年
代
の
性
質
を
普
遍
化
し
や
す
い
が
、

実
は
同
一
策
に
お
け
る
、
経
済
的
地
位
の
差
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性 

■格
の
相
違
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
後
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
帝
国
主
義
の
分
析
な
し
に
は
理
解
さ

. 

れ
得
な
い
。

第
四
に
、
西
欧
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム•か
.ら
東
欧
へ
、
更
に
ア
ジ
ア
，
ア

フ

リ

.

力
へ
.と
い

う

変
化
を
、•
単
に
区
別
す
る
だ'け
で
だ
く
、
資
本
主
義
の
新
ら
し
い-
' 

局
面
：に
対
疮
し
た
、
相
互
に
有
機
的
な
発
展
と
し
て
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な

い

。

こ
の
よ
5
な
視
点
の
欠
如
は
、
.実
は
力
ー
に
限
ら
ず

一

般
に
欧
米
系
の
ナ
シ 

.
3ナ
リ
ズ
ム
論
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
今
日
の
ナ
ツ
ョ
ナ 

リ
ズ
ム
へ
の
展
望
を
欠
く
か
、
ま
た
は
た
だ
そ
れ
を
嫌
恶
す
る
態
度
と
な
つ
て 

表
わ
れ
た
。
力
ー
に
よ
れ
ば
、

「

ァ
久
ァ
で
は
民
族
自
決
を
要
求
す
る
声
が
い 

ま
だ
き
か
れ
る.で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
：は
恐
ら
く
数
年
前
に
く
ら
べ
た
ら
弱
く
、
そ
. 

れ
ほ
ど
確
信
に
跪ち
て
も
■い
な
い
で
あ
ろiう
。

J
I

V

丨
土
ン
の「

ア
ジ
ア
の 

め
ざ
め」

(
I

九

5

年)

と
此
較
也
よ
_

_ 

.

「

知
識
人
の
謂
わ
ゆ
る

『

中
立』

と
い
5
ロ
実
の
象
牙
の
塔
の
特
徴
は
、
窓.と
い
う
窓
が
過
去
の
廃
墟
の
方
に
の..
. 

.

み
開
が
れ
て
.い
る
と
1>
5'
':
点」

に
あ
る
と
す
る
力I
の
主
張
は
、
実

は

彼

自

身

' 

に
も
^.
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。.

.:

(

1)

w
. .H.r.cjarr 

” Na
t
i
o
n
a
l
i
s
m

 and;'After' .1945.. T>, 

M.
大 

:

.窪
訳tU

頁
。
た
だ
し
訳
文
は
か：.な
ら
ず
し
%■
邦
.就
に
よ
ら
な
い
。
。
以
下
す

ベ
て
の
引
用
に
お
い
て
同
様
で
あ
る
。

(

2 ) 

Ibid., 

p
v 

I. 

:HK
三
頁
。

(

3〕
Ibid., P

P
.
9
〜
1
0
.

訳一

五
頁
。
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.;(4.)：
lbid.:, .P
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1
9
;

訳
1
1A.
頁
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、
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^

s
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/
^
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ド〜

2
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:

訳
三
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一
頁
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(

6)
'.ibid., 

P. 

2.'

訳
四
頁
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,

■

(

7〕

. E.

 H
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C
a
r
r
;

 

T
h
e

 N
e
w

 Society, 

1951, 

c
h
a
p
.

 

L

C
8
〕

r

少
し
'注
意
し
て.s

i

む
と
‘『

国
富
論』

に
お
け
る『

国
民』

の
取
り 

.

扱
い
方
は
、各
編
に
ょ
マ
て
か
な
り
違
う
こ
と
に
気
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
 

い
わ
ゆ
る
a
論
編
，た
る
第
----
、

第
一
一
；篇
で
は
諸
国
民
間
の
.差
別
性
は
む
し 

ろ
遠
め
い
で_

丨
ど
"い
っ
て
そ
れ
が
.完
全
に
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い 

-

が
、
少
な
く
と
.も
そ
の
基
調
が
ら
み
_て
こ
う
い
え
る
I

多
か
れ
少
な
か 

• 

V
れ
文
明
国
に
共
通
す
る
理
論.
的
な
諸
規
定
が
と
り
あ
つ
•か
わ
れ
て
い
る 

.
し
、
第
三
篇
の.『

鹰
史1

で
は
諸
国
民
が
個
々
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ 

の
# '
發
か
わ
♦
で
か.
富
裕
、の
観
点
：か
ら
比
較
史
的
に
檢
射
せ
ら
れ
て
い. 

:

る
。
こ
れ
に
反
し
て
：ョ
：1
ロ
ス
バ
，
の
現
状
分
析
に
，あ

..
て
ら
れ
て
い
る
第
四. 

:•
;
:
篇
に
お
い
て
は
、
_

餓
国
民.
は
た
ん.
に
比
較
史
的
'に
、
そ
の
限
り
や
は
り
個 

■-.
々
的
に
七
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
で
は
：な
く
、
.む
し
ろ
こ
こ.
で
'.は
政
治 

.

家
に
：ひ
き
い
ら
れ
、
.リ
ヴ
ァ
ィ
ア
サ
ン
の
如
き
姿
で
対
立
し
合
■う
と
こ
ろ 

.<
か
列
強
と
し
て
、..
歴.
^
の
舞
ム
ロ
.ぬ
い
ち
ど
き
に
立
ち
現
わ
れ
、
弱
肉
強
食 

.

の
姿
^
そ
の
ま
ま
、.
ま
ざ
ま
ざ
と
描
か
れ
て
V
る
の
で
，あ
る
。」

(

内
田
義 

.

彦.「

経
济
学
の
坐
誕
|-_..
ノ
ー
九
1
4
三
年
、
1:
三
〇〜

：ー
頁)

内
0
氏
に
ょ
れ

' 

' 

..
五
一J

一(

三
三
'九)

.

現
代
ナ
シ
ョ

ナ.
リ
ズ.
ム
：理
論
の
.課
題



,

ベ
ば
、.
ス
ミ
'ス
の
問
犀
ゆ
な
：ぜ
誰
国
家
が
対
立
し
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を 

.
明
ら
か.
に
す
る
'.に
あ
つ
た.0

,

ス
，ミ

.
ス..
の
全
問
■題
は
ま
さ
し
く
ヨ.
I.. 
ロ .
ッ：パ 

の
危
機
の
現
狀
分
析
に
あ
て
ら
れ
た
第
四
篇
に
集
中
し
て
い
る
。
わ
れ
わ 

.
れ
は
こ
し
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
'の
重
商
主
義
的
段
階
か
ら
、
国
際
主
義 

■
'
的
な
段
|̂
を
^
望
す
る
ス
ミ
ス
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
0 

,
(

9
>

横
越
英
-*「

民
主
主
義
と
民
族
観」

：
岩
波
：：

「

現
代
思
&

证
、1.

昭
和 

-

三
ニ
年
所
載
、
四
六
頁
。
：

V
(

10)  

C
a

rr;  

N
a
tio

n
a
lism

 an
d

 A
fte

r,  p
.

co
r1-

飘
五
五
貢
。
.

c
u)  

C
a

rr;  

T
h

e

 N
e
w

 

S
o

cie
ty

,  
-o' 17

.

淸
水
訳
ニ 
五
頁
。

. 

-
 

.

.

.

. 

'

三
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
史
的
展
開
.：

' 
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
ハ

.

.

.

.

H 
.
コ
I
ン
は
、
ナ
シ
ノ
ナ.
リ
ズ
ム
の.
中
に
、
：人
間
の
最
も
古
い
、
最
も
原

始
的
な
感
情
と
し
て
、
■郷
土
愛
、
母
国
語
愛
、
自
己
の
優
越
感
、
異
邦
人
に
対

す
る
敵
愾
心
を
見
出
し

.
て.
い
る
。
ま
た
へ
ィ
ズ
は
：、

「

部
：|4
を
云
い
表
わ
す
の
に
'

2
1
3̂
§
と
い
う
意
味2

日
葉
を
も
づ
て
す
る
^
ら
ば
、1
1̂
1§3,
1
&
日

と

い

う

も

の

，、が

原

始

社

会

の

.一

特

質

だ

つ

た

と

い

う

こ

と

は

、直
に
認
め
得
る
と

こ

ろ
で
あ
る」

と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
_̂

、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
■
族
^
や
郷

土
愛
の
ょ

う

に
.自
然
発
生
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、

コ
。へ

ル
マ
ン
の
い

う

ょ

う
.

に
、「

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
自
然
的
、

一.
般
人
間
的
な
も
の
，で
は
な
く
、
特
殊 

(

3〕

な
関
係
の
下
に
.
の
み
発
展
す
る

」

.
し
、
：「

国
土
へ
の
愛
着
は
、

共
通
の
歴
史
、 

世
論
の.
力
、
教
育
：
，

…

そ
、の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
に
植
え 

つ
け
ら
れ
た
も
の
.
で
あ
る
。

」

そ
れ
で
は
'ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
ん
だ
特
殊
な
関
係
と
は
闸
か
？
.
中
世
封 

建
社
会
は
、
身
分
関
係
と
国
内
関
税
と
い
う
よ
う
に
、
垂
直
、
水
平
両
方
向
に 

分
断
さ
れ
て
自
足
的
な
経
街
を
営
ん
で
い
、た
が
ぺ
商
品
坐
産
の
著
し

tv
i

は 

次
第
欠
こ
ゆ
双
方
の
障
壁
を
取
り
除
き
、

コ
ミ
ュ
：
ニ
ヶ
ィ
シ
ョ
ン
を
発
達
さ
せ 

.て
近
代
国
家
を
形
成
す
る.に
至
っ
..た.。
レ
I

ラ
ン
の
い
..う
よ
う
.に
.、

「

そ
れ
を
よ 

び
お
こ
し
た
の
は
、
ヾ
地
方
間
の
交
換
の

.発
展
で
：あ
り
、
.
商
品
流
通
の
漸
次
の
増 

大
で
あ
.り
、…

…

こ
P
過
程
の
指
導
者
で
あ
り
主
人
公
で
あ
マ
た
も
の
は
商
業 

資
本
家
で
あ
？
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
民
族
的
結
合
.の
創
出
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア⑽

㈣ 

帯
の
創
出
に
ほ
か
な
ら
な.か
.っ
た)

0」

ス
ター

リ
ン
が
明
文
化
し
た
、
.

「

言
語
の 

共
通
性
.、.
地
域
の
共
通
性
、.経
済
生
活
の
共
通
性
、
お
よ
び
民
族
文
化
の
固
有
な 

特
質
の
共
適
性
の
う
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
心
理
状
態
の
共
氣
性
、
を
基
礎
と
し
て 

生
じ
た
と
こ
ろ
の
、
歴
史
的
に
構
成
ざ
れ
た
'、
人
々
の
堅
固
な
共
同
^

」

と
い 

う

民

族

，の
定
義
は
.、
こ
の
.よ
.う
な
商
品
生
産
の
発
達
の
上
に
.築
か
れ
た
大
規
模 

な
コ
ミ
'ュ:
一一
 

ヶ
ィ
シ
ョ
ン
.の
：強
調
と
し
て
理
解
す
べ
き.■で
あ
る0

「

資
本
主
義 

以
前
の
時
代
に
は
民
族
は
な
か
？
.た
し
、
' ま
た
あ
り
.え
な
か
っ
た
。

.、.

.

…

も
ち 

ろ
.ん
、
民
族
の
要
素
で
あ
る
言
語
、
；地
域
、
文
化
的
共
通
性
な
ど
は
、
天
か
ら 

ふ
っ
て
き
た
も
の
で
は'な
く
、
す
で
に
資
本
主
義
以
前
の
時
代
に
も
す
こ
し
ず 

'つ
つ
くり

.

だ
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

…
…

こ
の
潜
在
力
は
、
民
族
的
市
場
と
経
済 

的
お
よ
び
文
化
的
中
心
地
と.を
も
っ
た
資
沐
主
義
の
興
隆
期
に
は
じ
め
て
、
現 

実
性
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

」

と
の
意
味
で
、
端
的
に
云
え
ば
：
員
^
、
そ
れ 

は
統】

市
場
で
あ
る
。

：

.

か
く
て
、「

民
族」

(
n
a
t
i
o
n
)

は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
か
か
わ
る
歴
史
的

力
テ
ゴ
リ

I

で
あ
り
、
民
族
的
利
益
と
は
一
般
にブ
ル
ジ
ョ
.
ア
的
な
も
の
で
あ 

り
、
民
族
問
題
，と
は
実
は
階
級
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
完
全
な
解
決
は
、
階
級 

の
消
滅
を
も
っ
て
初
め
て
達
成
さ
れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
運
動
が
こ
の
よ
う
に
資
本
の
運
動
の
一
つ
の 

表
現
形
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
階
級
関
係
か
ら
そ
の 

実
際
の
担
い
手
の
性
吣
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
以
外
の
階
級
の
人
々
の
こ
れ
に 

対
す
る
態
度
、
力
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
の
搆
造
を
具
体
的 

に
把
损
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
初
め
て
、
民
族
の
特
殊
性
、
歴 

史
上
の
種
々
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
要
な
性
格
と
役
割
は
，、
各
国
の
資
本
主

. 

義
の
発
展
段
階
と
、
世
界
資
本
主
義
の
中
に
占
め
る
そ
の
個
性
的
な
地
位
に
応

•
 

(

9
3

‘じ
て
、
歴
史
法
則
と
の
関
連
の
下
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

\

以
上
の
点
に
留
意
す
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
次
ぎ
の
ご
と
く
分
け
る
こ 

と

を

得

よ

う

。

>

前
期
的
段
8
 

.

中
世
的
支
配
に
対
じ
て
、
地
方
や
領
国
や
公
国
が
一
つ
の
民
族
を
中
心
に

結 

合
し
、.絶
対
主
義
的
近
代
国
家
を
形
成
す
る
段
階
。
そ
れ
を
呼
び
起
し
た
の
は 

地
方
間
の
商
品
交
換
の
増
加
、
商
品
生
産
の
進
展
で
あ
り
、
国
内
的
に
は
統
一

' 

市
場
を
形
成
し'
国
外
的
に
は
重
商
主
義
政
策
を.採
る
.の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。 

前
期
的
と
い
う
の
は
、..こ
の
過
程
の
担
い
手
が
商
業
資
本
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ 

ア
ジ
ー
：‘が
ま
だ
勝
利
を
お
さ
め
て
い
な
く
て
、
，
封
建
貴
族
と
の
勢
力
均
衡
の
上 

に
絶
対
主
義
が
安
配
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、< 1/

E
t
at, 

c
-o
*
s
t 

m
o
i
>

と
い
う
言
葉
に
表
わ
れ
る
よ
う
に
、

.

現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
課
題

祖
国
の
概
念
は
し
ば
し
ば
直
ち
に
国
王
に
結
び
付
い
て
い
て
、
民
衆
の
自
覚
的 

絲 
一k

識
は
存
在
し
な
い
。
.近
代
的
な
個
の
自
覚
が
進
ん
だ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の 

市
民
に
は
、
ダ
ン
テ
、
ウ
ルリ
ヒ
.
フ
ォ
ン
.
フ
ヴ
テ
.ン
.
の
ょ
ぅ
な
国
民
的
な 

自
覚
が
あ
っ
た
が
、逆
に
十
八
世
紀
.の
ド
イ
ツ
貴
族
の
間
で
はフ
_.
フ
ン
ス
語
が 

.
用

い

ら

れ

て

：
；
^

;
絶
対
主
義
権
力
は
必
ず
し
も
：ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で 

は
な
く
て
、
メ
ッ
テ
ル
一
一
ヒ
体
制
の
ょ
ぅ
に
反
動
化
し
'て
国
隙
的
性
婚
を
も
つ 

場
合
も
あ
る
の
で
、
各
国
絶
対
主
義
権
力
の
性
格
規
定
、
各
国
に
お
け
る
そ
の 

進
步
性
と
妥
協
性
、
商
品
生
産
の
発
展
程
度
、
農
民
状
態
.の
分
析
を
通
じ
て

、 

チ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
.の
現
わ
れ
方
を
見
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

‘

.

>

国
民
主
叢
的
段
階<

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
そ
の
典
型
と
す
る
も
の
で
、
封
建
制
と
絶
対
主
義
を
打
倒 

し
て
民
主
主
義
を
主
張
し
、
反
革
命
前
な
他
国
の
支
配
を
ば
ね
の
け
て
近
代
的 

.な
政
治
体
制
を
確
立
す
る
段
階
。
前
期
的
段
階
に
お
い
て
は
人
々
は
国
王
の
臣 

民
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
民
主
主
義
的
な
国
内
体
制
か
ら
、
民
族
と
し 

.
て
の
：一
体
感
が.生
れ
る
。
フ
ラ
，ン
ス
革
命
の
自
由
平
等
1

と
い
ぅ
原
遡
は
、
 

本
来
全
人
類
的
な
性
格
を
持
つ
の
だ
が
、
テ
ル
ミ
ド

ー

ル
ぼ
1&
罾
、

の
進 

行
を
と
ど
め
、
資
本
主
義
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
つ
い
に
ゆ
ナ
ポ
レ
.オ
ン 

に
.ょ
る
侵
略
戦
争
べ.と
進
展
し
，た
。
:

ナ
ポ
.レ
オ
ン
の
戦
争
は
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
上
に
ニ
重
の
意
味
を
持
っ

て 

、
い
る
。.
"
.一，七
九
‘
一
一
年
マ
：
ル
'

セ
1
ユ
の
義
勇
兵
に
象
徵
さ
れ
る
ナ‘ゾ
ヨ
ナ
リ
ズ
'ム 

の
健
全
さ
、

(

反
革
命
的
な
国
際
勢
丸
の
.干
渉
と
貴
族
の
裏
切
り
に
対
す
る
革
命 

と
祖
国
の
擁
護)

：
が
保
持
さ
れ
た
..の

は

わ

ず

か

二

年

で

あ

マ

て

、

資
本
主
義
体

.

. 

.

.

へ
 

五
.五

C

三
.四
：一>



制
成
立
と
共
に
そ
れ
は
市
場
を
外
に
求
め
て
侵
略
へ
移
っ
た
。
だ
が

.同
時
に
、 

.そ

れ

は

フ

ラ

ン

ス

繁

の

缓

原

理

を

欧

州

各

国

'に
伝
え
、1
-(1
)
対
内
的
に
は
政 

輪

的

馨

権

を一
部
少
数
の
特
権
貴
族
層©
:独
古
か
.ら
解
放
し
て
：
こ
れ
を
■

『

国 

へ：民
的』

基
盤
に
拡
大
す
る
理
想
：，

§
.

対
外
的
に
は
な
が
ら
く
国
際
社
会
の
組
織 

:

原
理
と
し
て
通
用
し
て
き
た
王
朝
至
義'
 dynastic p

r
i
n
c
i
p
l
e

を
村
破
し
て 

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
基
盤
と
す
，る
独
立
国
家
を
形
成
す
る
士

I
I
」

を
大
陸
諸
国
に
布 

教
し
，
て
、
逆
に
諸
国
の

..ナ
シ
3

ナ
リ
ズ
ム
を
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
帝
国
主
義
に
対 

'
す

る

，民

族

^

^

戦
争
を
生.み
出
し
た
，の
で
.あ
る
0
ン
.

-

:
ノ
 

. 

'

「

近
代
ナ
シ
H
ナ
■リ
ズ
ム
の
始
祖
は
ル
ソ

—
で

ぁ

っ

と
ふ
つ
ぅ
考
え
ら
れ 

.て
い
る
。
ル
ソ
ー
の「

社
会
契
約
論」

に
お
い
て
、
人
民
の
全
体
が
主
権
者
で 

あ
り
、
国
家
そ
の
も
の
で
あ
る1
規
定
さ
れ
て
、
.そ
の
愛
国
主
義(patriot

丨 

i
s
m
e
)

が
共
同
1

の
実
現
の
た
め
に
開
花
す
る
か
ら
で
あ
る
。
近
代
国
家 

の
理
念
を
与
え
、
フ
ラ
ン
ス
軍
命
を
導
い
た
思
想
■の

一

つ
は
、
勿
論
ル
ソ
ー
で 

あ
マ
た
ろ
ぅ
。
だ
が
市
員f

の
^
畠

は

、
.
.
啓
蒙
思
想
の
普
適
主
義
と
愛
国
心 

の
美
し
い
調
和
を
、
薄
幸
の
中
に
終
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

f :
命
は
自
然
法
を
裏 

切
り
、
新
し
い
階
級
対
立
は
新
し
い
抑
圧
と
侵
略
を
生
ん
だ
。
国
民
主
義
を
真 

に
象
徴
す
る
も
の
は
、.
ル
ソ
ー
の
理
念
ょ
り
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
実
践
で
あ
る
？ 

.そ
し
て
こ
の
段
階
に
お
い
て.も
、
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー

の
力
の
弱
い
後
進
国 

で
は
、
労
働
運
動
に
対
す
る
恐
怖
が
容
易
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
適
去
の
王
室 

の
光
栄
に
.結
び
つ
け
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

>
国
際
生
義
的
段
階<

し
ば
レ
ば
混
同
さ
れ
る
が' 
イ
ン
ター

ナ
シ
.
3ナ
リ
ズ
ム
は70
来
全
く
異
な

っ
た
ニ
つ
の
；

E

容
を
持
っ
て
い
る。

v

 a

は
、
.
上

か

ら

の

国

爵

な

务

勒

で

.あ 

っ
て
、
古
く
比_

の
帝
国
主
義
、
中
世.の
キ
リ
ス
ト
教
を
経
て
、
現
代
の
：国 

際
金
融
資
本
に.
至
る
世
霖
な
抑
压.で
あ
0:

、「

つ

は

、

ル

ネ

サ

シ

，
ス

以

来

の 

個
人
の
自
覚
、'自
然
法
思
想
、
階
級
意
識
に
も
と
づ
く
、
直
接
生
産
者
、
労
働 

者
の
、.
下
か
ら
の
国
際
的
な
連
が
齡
で
あ
る
。

た
と
え
ば
.
イ
ギ
リ
.
ス
：で.
は
、
近
代
国
家
の
形
成
が.順
調
に
進
ん
だ
の
で
、
絶 

対
主
義
の
段
階
に
も
市
民
革
命
の
段
階
に
も
ナ
シ
ョ
チ
リ
ズ
ム
の
意
識
は
少
な 

か
.
っ

た

が

へ

特

に

.
一

八

世

紀

に

な

っ
て
-.
'
そ
の
経
済
的
な
優
位
が確
立
し
て
後 

は
、

レ
セ
•
フ
エ
I

ル
と
自
由
貿
易
が
主
張
さ
れて
、
ナ
，シ
ョナ
ル
.

イ
ン
テ 

>.
.ス
ト
は
逆
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シy

ナ
ル
.な
か
た
ち
で
主
張
さ
れ
た
。ス
ミ
ス
の 

経
済
学
は
諸
国
民
の
富
の
研
究
で
'あ
り
、
-<
ゾ
サ
ム
の
哲
学
は
社
会
を
全
て等 

質
の
個
人
に
還
殆
レ、

J

. S
 

•
ミ
ル
の
国
際
質
&

は
、
.

「

今
日
で
は
愛
国 

者
は
、
自
国
の
富
ぉ
ょ
ぴ
進
步
の
胄
#
は
他
の
国
々
の
當
お
ょ
ぴ
進
步
に
あ
る 

こ
と
を
知

：
っ

て

い

る

。

…
…

_

に»
胄
.こ
そ
は
、
戦
争
と
当
然
相
反
す
る
個
人 

的
利
益
を
強
め
増
大
し
、
.も

っ
て
戦
争
を
速
か
に
絶
滅
に向
か
わ
し
め
つ
つ
あ 

る
も
の
で
あ
る
。…

：
•そ
し
て
、
.国
際
貿
易
の
拡
張
と
激
増
と
は
、
祉
界
平
和 

の
お
も
な
る
保
証
た
る
も.の
で
あ
る
か
ら
、
人
類
の
思
想
と
制
度
と
.性
質
と
の 

.
不
断
の
進
步
を
永
久
に
大
い
に
保
証
.す
る
も
.の
だ
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
過
言 

で
：は
な
，か
ろ.ぅ
？」

と
端
的
に
主
張
し
て
い
る
。■

:

こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
民
族
解
放
と
世
界
主
義
が
、
実
は
他
国 

.の
人
民
へ
'の
新
し
い
圧
迫
を
も
た.ら
す
.に
.す
ぎ
な
い
こ
と'を
阜
く
も
觅
抜
.い
た 

レ
ヴH

ラ
ー
ズ
の
人
々
で
あ
づ
た
。
彼
ら
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
征
服
に
対
立
し
て.、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
解
放
は
、
ク
ロ
ム
ウ
工
ル
.の
戦
争
に 

よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
自
身
の
よ
り
徹
底
し
た
解
放
に
よ 

っ
て
.の
み
ぜ
能
で
あ
る
と
考
え
、
ウ
ィ
ン
ス
タ
ン
リ

は

、

イ
ン
グ
.，
ラ
ン
ド
が
完 

全
に
自
由
に
な
れ
ば
、
そ
の
法
は
世
界
中
に
ひ
ろ
ま
る
で
.あ
ろ
う
と
説
い
た。
- 

こ
'の
よ
う
な
被
抑
庄
者
の
国
際
的
連
帯
感
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
不
徹
底
な
.〒
ス 

モ
ポ
リ
タ
ニ
：か1
>を
越
え
て
、
窮
乏
化
に
対
す
る
労
働
者
の
政
治
的
杭
議
と
し

. 

て
の
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
，時
代.に
再
び
復
t
L1
9
、
や
が
て
マ
ル
ク
ス
主
義
べ
と
つ 

'な
が
る
。

.
ブ
ル
ジ
ヲ
ア
：
ナ
シ3
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
主
義
的
段
階
は
、
典
型
的
に
は
十 

九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
あ.る
が
、
.そ
の
本
来
の
挫
質
か
ら
し
て
、
容
易
に
侵
略
., 

へAJ

転
ず
る
こ
と

を

ま
^
せ
.ね
ば
な
ら
な
い0
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
階
锻
対
立
が.

.
激
化
し
、.フ
ラ
ン
ス

$

,

に

共

鳴

す

る

急

^
3£
義
が
活
勸
を
始
め
、
.
$
が
過 

激
化
す
る
や
、
革
命
の
波
及
を
お
そ
れ
た
政
府
が
同
盟
し
た
の
は
大
陸
の
絶
対

. 

主
義
諸
国
で
あ
り
、
对
仏
大
同
盟
の
中
で
烹
叩
に
最
も
強
く
千
渉
し
た
の
は
、

ブ
ル
^

3ア
^

^

の
先
輩
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
あ
う
た
。

■ぞ
こ
で
、
た
と
え
ば 

イ
ギ
リ
ス
で
は
、.支
配
階
級
の
国
家
主%

と
海
外
侵
攻
、
そ
れ
に
対
立
す
る
コ 

ブ
デ
ゾ
、
/-
:
テ
イ
ト
ら
自
由
貿
&

者
の
国
際
平
和
主
義

(

施
#
を
寧
ち
合
う 

代
1)
.に
商
ロ
|
^
.交
換
す
.る)

、

お
よ
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア.国
際
主
義
の
^
芽
の
_
 

別
を
見
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

>

国
#
主
義
的
段
i

:
:

資
本
、壬
親
が.帝
国
主
義
、
一
般
的
危
機
の
段
階
に
入
り
、
国
家
間
の
経
済
競
争 

が
激
化
しV
、

国
際
的
な
均
衡
が
破
れ
る
と
、
，こ
こ
に
海
外
市
場
の
獲
得
、
植
民

... 

'

現
代
.ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
課
題
'
.

地
争
奪
の
.激
烈
な
' 0
家
主
義
的
段
階
に
突
入
す
る
。
猶
済
上
優
位
に
あ
る
国
は 

ブ
ル
ジ™

ァ
民
主
主
義
を
保
持
し
得
る
が
、
さ
な
も
い
と
、
支
配
者
は
労
働
運 

動
を
押
し
潰
し
国
外
侵
略
に
進
む
だ
め
に
、
フ
T
シ
ズ
ム
体
制
を
と
り
や
す
い
。 

か
く
し
て
、
個
人
の
利
害
は
国
家
，

c

金
融
寡
頭
制)

に
強
制
的
に
従
厲
さ
せ
ら 

れ
て
、
ァ

ナ
;h
-
-
,ル
*:
'
ブ
ニ
フ
ン
：ス
の
い
ぅ
よ
ぅ
に
、

「

人
，は
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ 

の
だ
と
信
じ
て
い
る
が' 
実
は
産
業
の
た
め'に
死
ぬ
。1_
_
そ
こ
で
は
、

コ
ミ
ュ 

二
.ケ
ィ
ツ
ョ
ン
.
メ
デ
ィ
ア
を

大
*
に
用
い
る
.こ
と
に
よ
っ
て
、
固
家
意
識
が 

鼓
吹
さ
れ
、
自
己
の
民
族
に
つ
い
て
特
殊
，な
使
命
観
が
強
調
さ
れ
て
、
そ
れ
が 

力

リ

ス

マ

的

権

威

に

対

す

る

絶

対

服

従

、

労

働

運

動

の

弾

年

、
：、
独

善

的

.^
排

外
 

主
義
を
ま
す
ま
す'.つ
の
'ら
せ
て
い
く
。

■
.フ
ァ
シ
ズ
ム
は
：し
ば
七
ば
中
間
階
級
、
ま
た
は
労
資
の
.階
級
均
衡
の
上
に
成• 

立
す
る
と
説
.か
れ
る(

た
と
え
‘はF. 

s
w
e
e
z
y
)
。

'だ
が
そ
れ
は
、
独
占
資
本 

と
労
働
運
動
の
狹
搫
に
あ
っ.た
中
i

級
の
絶
望
ダ
手
が
か
り
と
し
て
進
出
す 

る
が
、
.

「

フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
が
一
度
成
立
し
た
時
に
、

強
制
的
に
組
織
さ
れ
る 

の
は
大
衆
で
あ
.̂
て
資
本
で
は
な
く
、
海
中
に
投
げ
捨
て
ら
れ
る
の
は
急
進
的 

な
綱
領
で
あ
.っ
て
剰
余
価
値
で
ば
な
び

'
0

」

'.そ
こ
で
、

フ
_ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
実 

体
、.そ
.れ
に
対
す
る
金
融
資
本
、
：
中
間
層
、
'
'
.
労
働
階
級
、
：農

民

な

ど
.
 

.の
意
識
と.行
動
を
、
そ
：の
統
一
性
に
眼
を
靡
わ
れ
る
こ
と
な
く
解
明
せ
ね
ば
な 

ら
な
い
。
/

. 

7 

.

>

 
民
族
主
_ 
的
段
1

':
'.
:
'
,'

: 

,

:
■.

1
列
強
©.
%
国
主
義
的
な
支
配
に%
1>
て
、
搾
取
さ
れ
る
植
民
地
諸
国
の
民
族 

が
：そ
め
解
放
を
•要
求
す
る
段
階
。
そ'の
例
は
す
で
.に4-

九
世
紀
の
東
欧
.に
も
見 

.

:

■

五

七

：

(

三
四
三

)

,



出
せ
る
が
、
そ
と
で
は
ま
た
新
し
い
従
属
関
係
が
生
ま
れ
た
：の
に
対
：し

て

、
.♦
へ 

日
で
は
植
民
地
主
義
へ0
抵
抗
が
迆
界
的
な
規
模
に
拡
が0:
、
帝
国
主
義
に
对 

す
る
社
会
主
義$

叩
の
一
翼
と
し
て
の
意
義
を
も
？
て
い
る
。
民
族
は
、
ま
だ
'' 

そ
の
歴
史
の
す
べ
セ
の
歌
を
歌
、い
終
っ
.て
は
.い
な
い
。

. 

.

.

C
の
区
分
に
お
い
て
：注

意

ず

べ

きこ
'と
は
、
こ
れ
ら
の段
階
を
各
国
が
直
線' 

的

に

.
た

ど-?
た
o'
で
は
な
く
て
、
，国
に
よ
り
さ
ま
.ざ
ま
なコ.
1
ス
が
あ
る
点
で
.
' 

'あ
る
。
た
と
え
ば先
進
国
の
ィ
ギ
リ
ス
は
国
家
主
義'

民

族

、
王

義

段

階

を

欠
く
.
 

し
、
ベ
後
進
国
の
.国
民
主
義
、
.国
際
主
義
の
段
階
は

極

め

，
て

少

な

い

。
.従
っ
て
、
，

.

あ
る
時
代
に
お
け
るチ
シ
、
ナ
リ
.ズ
ム
の
様
相
は
、
，

力
I

の
考
え
'る
よ

，
う

に
¥

,1

の
も
の
^.
は
な
く
、
世
界
資
本
主
義
の
中
で
占
め
る
国
々
の
個
性
的
な
地
位

. 

.に
^
じ
て
、'
旗
合
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
，の
よ
う
な
考
え
方
は
、
世 

晁
政
治
の
舞
台
で
動
く
ナ
ツ.ョ
ナ
、リ
ズ
ム
の
力
関
係
を

.理
解
す
る
上
に
、
:
よ
り 

§

的
な
力
学
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。.

,

こ
の
よ
う
な
複
合
性
は
、
更
に
一
国
の
内
部
に
も
及
ぶ
。
基
本
的
に
は
資
本 

の
運
動
の
反
映
で
あ
る
ナ
ショ
ナ

リ
ズ
ム
は
、
国
王
貴
族
か
ら
労
働
者
ま
で
、
 

そ
の
包
括
す
る
階
級
は
数
多
い
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
わ
れ方
は
そ
の
階 

層
、
階
級
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
ィ
ギ
リ
ス
の
国
際
主
義
の
、
階
級
に
よ 

る
ニ
ュ
ァ
ン
ス
'に
つ
い
ては
先
に
ふ
れ
た
が
、
例
え
ば
日
本
のナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ 

へ

I)

に
お
い
て
'.
勿
論
日
本
の
特
殊
性
は
あ
る
に
し
て
も
、
尊
皇
讓
夷
運
動
は
前
. 

期
的
段
階
、
加
藤
弘
之
ら
の
国
繼
論
はi

対
主
義
、r

学
問
の
す
す
め」

時

. 

代
の
福
沢
や
自
由
民
権
論
は
国
民
主
義
的
段
階
で
あ
り
、
条
約
改
正
運
動
に
み

'

.

.
，
五
八
へ.

(

，三
：
四

四

)

.

•
 

る
ょ
ぅ
な
民
族
主
義.の
面
、
,邸
ロ
卯
吉
ら
の
自
由
貿
：
^

1
も
あ
'っ
て
、
維
新
前 

後
'の
短
い
期
間
を
と
っ
：：て%:
-
ナ
：シ
：\'
3
ナ
リ
ズ
ム
の
：い

ろ

い

ろ

な

段

階

が

義

さ 

れ
、
国
家
意
識
の
実
体
は
そ
の
担
い
手
に
ょ
っ
.て
ざ
ま
ざ
ま
で■あ
っ
た
。
こ
の 

ょ
ぅ
な
考
え
方
は
：、
あ
る
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
性 

格
を
単
に
..そ
.の
国
の
伝
統
や
特
殊
性
にi

す
る
の
で
は
な
く
、
各
国
の
有
機

的
な
連
関
を
把
握.す
る
た
め
の
.基
礎
を
与
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

-

*.
-

(

1
> 

K
. 

K
o
h
n

 ; 

T
h
e

 Idea o
f

 N
o
t
i
o
n
a
H
s
m
.

 

A

 S
t
u
d
y

 in 

Its 

O
r
i
g
i
n
s

 

b
a
c
k
g
r
o
u
n
d
,

 

l<o

ôo
. Ch

a
p
.

 L

 

(

2)

P
J
. H.

 H
a
y
e
s
;

 T
h
e

 Historical E
v
o
l
u
t
i
o
n

 o
f

 M
o
d
e
r
n

 

. 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
,

 

1
9
3
V

 P..1
,

小
林
訳
一
頁
。

.

C
3
y
.

 H... L
.

 K
o
p
p
e
l
m
a
n
n
; 

Na
t
i
o
n
,

 

s
p
r
a
Q
h
e

 u.nd.NationaI- 

M.s
m
u
s
,

 

1956, 

S
.
13.

C
4) 

F. H
e
r
t
z
; 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y

 in H
i
s
t
o
r
y

 a
n
d

 Politics, 

1944, 

p. 

149.

.

(

5

y
、
レ
I

-ン

「『

人
民
の
友

』

ノ
と
は
な
に
か」

全
集
第
.一
巻
上
.一
四
九 

.

頁
0

(
6)

ス
タ
ー
リ
ン 

'

「

民
族
問
題
と
レ
ー-1

ン
主
義」

国
民
文
庫 
一
.ニ
三
頁
。

.
(

7)
同
右
、

一
二
六
頁。

.

(

8)
勿
論
こ
れ
は
、
生
産
関
係
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

一

義
的
に
結
び
付 

け
る
こ
と
で
は
な
い
。
下
部
構
造
が
不
可
逆
的
であ
る
の
に
対
し
て
、
軍 

.
国
主
義
、
フ
ア
シ
ズ
ム
など
は
可
逆
性
を
も
っ
て
い
る(

丸
山
真
男

「

現

代
政
治
.の
思
想
と
行
動」

卞

卷一

九
五
八
年
、
三
六
四
頁
參
照

)

。
だ
が
、 

た
と
ぇ
ば
帝
国
主
義
の.不
均
等
発
屉
と
植
民
地.主
義
.は
、
.
ル
办
問
題
を
不 

可
避
的
な
も
の
と
す.る
の
で
あ
る
。

(

9-)

こ
の
よ
ぅ
な
見
解
に
対
し
て
、

J
.

>
.Qo

b
i
n
e
a
u
,

 H
.

 S. C
h
a

日
丨 

berlain, 

Q
. La

p
o
u
g
e

な
ど
の
人
種
論
的
民
族
論
、
文
化
人
類
学
的 

方
法
論
、
パ
I
ソ
ナ
r
テ
ィ
論
な
レ
び
に
そ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
講
座 

「

社
会
学」

第
五
卷「

民
族
と
国
家」

の
竹
内
郁
郞
氏
の
論
文
参
照
。
ま
た 

K
e
n
a
n
,

w
. Mu

i
r
,

 M
.

 

"
w
ecr
e
r
, 

H
ert

N
i

 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
,

 

K
.

 

M
.

 

M
a
c
l
v
e
r

な
ど
の
主
観
的
民
族
論
に
つ
い
て
は
、
新
明
正
道 

「

史
的
民
族
理
論」

一
九
.四
八
年
、
四
.0〜

六
頁
参
照
。

(

10)

江
ロ
朴
郎「

帝
国
主
義
と
民
^」

一
九
五
四
年
、

一
七
七
頁
。

S

)

丸
山
氏
、
前
掲
書
、
ニ
九
六
頁
。

(

12)

レ
ー
ニ
ン「

ユ
ニ
ゥ
ス
の
小
冊
子
に
つ
い
て」

一
九

一
六
年
、
国
民

文

庫「

帝
国
主
義
と
民
族
ン
植
民
地
問
題

」

三
七
頁
。

(

13) 

K

 

H
.

 C
a
r
r
; ibid., 

p. 

7
.

訳一 

ニ 
頁
。

(

14) 

w
t
a
t
i
s
m
e

に
相
当
す
る
英
語
は
な
い
。

s
t
a
t
e

と
い
ぅ
言
葉
は
小 

国
を
表
わ
し 

x
M
.
^
^
v
o
c
/
.
c
a
r
r
r 

ibid., 

p
.
1
.

訳
四
.頁
。

(

15)
「

ベ
ン
サ
ム

.
ほ

ど

島

国

极

他

の

少

な

、
か

っ

た

イ

ギ

リ

ス
入
は
#
で
あ
っ

■た 

0

」

«
• K

o
h
n

v*'
-

P
H
O
P げ
 
0
C+
W a

n
d

 People,

 

Studies in N
i
n
e
-

 

t
e
e
n
t

tr*
C
e
n
t
u
r
y

 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
,

 

1
9
4
6
.

長
谷
川
訳 
ニ 
五
頁
。

(

16) 

J. 

s. Mill; 

Principles 

o
f

 

Foli

c+i
c
a
l
H
c
o
n
o
m
y

 

w
i
t
h

.

.

. 

- 

.

.

.
 

f

.
s
o
m
e

O
HJ
c+heir a

p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s

.
 to..social'Philo

-Mophy, 

1848,'. 

'

現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
課
題：
•
■

v
o

l.1
,
p

;120
.

戸
田
訳
三
分
冊
ニ
.四
八
頁
。
,

(

17)

浜
林
芷
夫「

国
民
主
義」

、講
座「

近
代
思
想
史」

I

一
 

九
五
九
年
所 

収
、

一

六
六
頁
。

',

(

18)
「

政
治
的
正
義
の
最
も
本
質
的
な
原
理
の
一
っ
は
、
詐
欺
師
や
愛
国 

者
が.
，あ
ま
り
に
.■度
々
一
致
し
て
推
賞
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
と
は
芷
反
対
で 

あ
る
0…

：•
全
体
の
富
、.繁
栄
、光
栄
と
は
、
理
解
し
難
.1
'
妄
想
で
あ
る
。
 
…

.
：
わ
れ
わ
れ
の
国
に
対
す
る
愛
と
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
述
べ
た
よ 

ラ

に
、
詐
欺
師
た
ち
に

よ

'っ
て

人
々
を
彼
ら
の
詐
欺
許
画
の
手
段
に.
す
/る 

た
め
に
用
い
：ら
れ
る
、
あ
の
尤
も
ら
し
い
幻
影
の
一
つ
だ
と
い
ぅ
こ
と
が 

わ
か
っ
た
。…

…

政
治
的
正
義
の
価
値
を
理
解
し
て
、
そ
れ
を
主
張
し
よ 

ぅ
と
し
て
い
る
人
々
の
い
る
と
こ.
ろ
は
ど
こ~
で
も
、
そ
れ
が
彼
の
国
な
の 

で
あ
る
。
彼
が
こ
れ
ら.
の
原
理
を
拡
め
、
人«

の
真
の
幸
福
に
役
立
っ
こ 

と
が.
で
き
る
と
こ
ろ.
は
ど
こ
で
も
、
そ
れ
が
彼
の
国
で
あ

る

。」

.

G
o

d
w

in
;  E

n
q

u
iry

 co
n
ce

rn
in

g

 p
a

itic
a

l  Ju
stic

e
,  an

d

 its

 

In
A

U
Q

n
ce  o

n

 M
o
ralw

 an
d

 B
C

ap
p
in

ess,  

v
o

l.n
,1798,  p

p
.

145
〜

7
.

無
政
府
主
義
は
勿
論
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
性
格
を
持
：っ
が
、
.ゴ 

ド
ゥ
ィ
ン
は
、
快
楽.
•
幸
福
量
の
増
大
と
“ 
5
正
義
の
原
理
に
お
い
て
快 

楽
を
質
的
に
区
別
す
る
理
性
を
強
調
し
、
啓
蒙
思
想
家
の
’間
で
は
最
も
エ 

.
ゴ
ィ
ズ
ム
が
：少
な
い
。
た
だ
し
そ
の
立
場
は
中
間
的
で
あ
っ 

'た
か
ら
、

^
H

isto
ry

 
o
f

c+
he 

co
rm

n
o

-'p
w

e
a
lth

 

o
f  

E
n

g
la

n
d

^
1

8
2

4
.

t

fc
tv
て
は
、
—|(

革
命)

:政
麻
ぞ
安
定
さ
せ
諸
外
国
か
ら.重
ん
ぜ
：ら
れ
尊 

'敬
さ
れ
る
た
め
に」

、
ク
ロ
ム
ヴ
ェ
ルの
ァ

ィ
ル
ラ
ン
.
ド
侵
略
を
支
持
し

五

九

(

三
四
五〉



:,
て
い
る
。
'.

(

19) 

c
f
.

 
A
.

 
R
.

 

S
c
h
o
y
e
n
;

 

T
h
e

 

Chartist 

cilallen

oqe, 

A

 

•» 

.
ベ. 

•

P
o

rtra
it  o

f  
G

e
o
rg

e

 

Ju
lia

n

 

H
a
rn

e
y
,  1958

.

穷
働
運
動
の
国

際
的
提
槐
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
入
基
動
に
拉
ホ
る
亡
命
革
命
家
の
国
際
的
組
、

■
....織

、
五
九
年
のa

..

ン
：ド.
ン..
速
货H

の
ス
ト.
ラ
イ
キ
、
南
北
戦.
争
の
干
渉
に.
.

.
反
対
し
た
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
シ
ス
の
労
働
者
め
.遮
動
な
ど
を
契
機
と
し
て

急
速
に
発
達
し
た
0
チ
ャ
1
.
チ
ズ
ム
か
.ら
第
一
イ
ン
タ
ー

.
に
至
る
.イ
ン
タ

丨
.■ナ
シ
3
'
ナ
リ
，ズ

「

.ム
の
成
長
は
、_‘背
働
運
.動
と
.し
て
の
チ
'.ャ
I

チ
ズ
ム
の
，

研
究
に
新
ら
し
い
興
味
を
呼
び
起
し
て
い
る
。■

.

:

20)

.

「

労
働
者
は
祖
国
を
持
っ
て
い
な
い
。.
そ
'の
入
の
持
っ
て
い
な
い
^

..•
を
そ
の
人
か
ら
取
る
'こ.
と...は
で
き
な
い
。
プ
ロ
レ
タ.
リ
ア
は
先
ず
政
権
を..

握
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
国
民
的
階
級
た
る
地
位
に
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自

己
.

を
国
民
と
し
て
結
成.
せ
ね
ば
な.
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

,
ブ
ル
ジ
g
ア
，
ジ
ー
の
意
味
と
は
全
ぐ
遊
ぅ
：が
、

や
ば
り
国
民
的
で

..
あ
る
。」

一

(M
a
H

x,H
n

g
e
ls;  M

a
n

ife
st  d

e
rK

o
m

m
u

n
istisc

Iie
n

P
a
rte

i,

Dietz, 

1953, 

s
s
rto
<p〜

co
p

早
川
訳
五
0
.頁)

マ
ル

ク

ス

'

エ

ン
ゲ
ル

ス
の
イ
ン
タ
I
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
め
獎
践
的
性
格(

単
な
る
理
念
で
な
く)

が
'
こ
の
文
章
か
b
読
み
と
れ
る
'0
た」

だ
し
、r

宣
一

一

百」

で

は

民

族

の

形

成

'
は

資
本
主
義
の
成
立
と
糖
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
し
、「

国
家
間
の
差
別
及

び
人
種
間
の
反
目
'は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア.
ジ
ー
の
発
達
，の
た
め
に
、
通
商
の
自

由
の
た
め
に
、
世
界
市
敬
の
た
め
に
、
生
庫
方
法
及
”ひ
そ
れ
に
相
応
す
る
.

生
産
関
係
の
同
一
化
-̂

た
め
に
、
最
早
段
々
消
滅
し
つ
つ
あ
る」

と
い
う.

'

•

:

六
〇

(

三
四
六)

•

考
え
は
：、
不
均
導
発
既
の
事
実
に
:1
'
っ
て
否
定
さ
れ
た(

井
上
清「

マ
.ル 

'
ク
ス
主
義
に
ょ
る
民
族
理
論

」

岩
波
-1
現
代
思
想」

通
所
収
、
七
六
頁# 

照)

。_ 
'.も
ち
.ろ
ん
.
、

.
マ

ル

夂

.ス
が
一
八
六
九年
に
ィ
ギ
リ
ス
労
働
.者
の社 

会
ま
義
運
動
の
利
益
の
た
^

に

ア
ィ
ル
ラ
ン
.ド
の
自
由
と
民
族
独
立
を
要 

求
し
た
こ
と
、

「

反
動
的」

&-
.族
と
革
命
的
.：=
民
主
主
義
的
民
族
と
，を
区 

別
し
て
：
ー.:
八
四
八
年
の
チ
エ
.
コ
人
の
民
族
運
動
に
否
定
的
な
態
度
を
と
っ 

た
こ
と
、
な
.ど
は
示
唆
に富
む
が
、

民
族
自
決
.権
、
民
族
解
放
戦
#--
な
ど 

'
が
特
に
重
要
な
意
昧
を
持
：つ
に
至
っ
た
.の
は
、

マ
.ル
ク
ス
以
後
の
こ
と
で 

.
あ
る
。
.マ
ル
ク

ス
.
.の
民
族
観
の
研
究
と
し
て
は
、
_古
く
は
.

H
e
i
n
r
i
c
h

o
u
n
o
w
; 

D
i
e

g
g
^
M
s
c
i
l
e

 

G
Q
s
c
h
i
c
h
t
s
'
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
w

 
丨
 u

n
d

 

Staatstheorie, 

I
.

 

t
o
a
m
d
.

が
あ
る
。

(

21)

支
配
階
級
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
、
た
と
え
ば
パ
ー
ク
の
伝
統 

主
義
、
マ.
ル
サ
ス
の
地
主
擁
護
論
が
あ
る
。

■-

.

(

22) 

D
o
b
b
;

 POIi

c+icar E
c
o
n
o

 

日
 y

 a
n
d

 capitalism, 

1940.

.

‘岡
訳
ニ
四
九
頁。
'-
,

.

(

23)

明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
点
に.
つ
い
て
は
、
坂
田
吉
雄
編p

明 

:

治
前
半
期
の
ナ
シ
ョ
' 
ナ
リ
ズ
ム」

(

一
九
五
八
■年)

と
、
そ
れ
に
対
す
る
私

の
書
評(「

三
田
学
会
雑
認」

.五
ニ
#

ーロ3

参
照
。

四
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
厶
の
批
判
と
現
代0 *
課
題

一
般
に
い
っ
て
、
；K

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
両
刃
の
剣
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
外
に 

対
し
て
は
排
他
的
、
独
善
的
な
民
族
ェ
ゴ
イ
ズ
ム
と
国
家
間
の
従
属
関
係
を
生

み
出
し
、
内
に
は
国
家̂

t

の
た
め
に
多
少
と
も
抑
圧
的
と
な
り
、

.

徹

底

し

.た 

民
主
主
義
、
普
遍
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
。
た
と
え
ば
'、
国
民
主
義
の
段
階
.に

お
い
て
も
、
，
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
のア
イ
ル
；ラ
ン
ド
征
服
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
，の
：
ェ
ジ
ブ

ト
侵
攻
が
あ
り
、
現
代
の
民
族
主
義
段
階
に
お
い
て
も
、
イ
シ
ド
と
パ
キ
ス
タ

ン
の
争
い
、
ア
ラ
ブ
連
合
に
私
け
る
共
産
党
抑
圧
な
ど
が
指
摘
ざ
れ
る

”

.

そ
こ
で
、
ナ
シ
ョ.ナ
リ
ズ
ム
は
、
欧
米
民
主
主
義
と
社
会
主
義
の
双
方
か
ら

挾
撃
を
受
け
る
。
ヵ
.|
が
そ
'の
書
の
冒
頭
に
.引

い

た

ア
ク
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
'

「n
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y

は
自
由
を
も
繁
栄
を
も

E

的
と
し
な
い
。

そ
れ
は
、

こ
れ
ら

の
い
ず
れ
を
も
、
民
族
を
も
っ'て
国
家
の
.鋳
型
と
尺
度
に
す
る
と
い
う
至
高
の.

必
要
の
た
め
に
犠
姓
に
す
る
タ
，民
族
の
步
む
道
は
物
的
精
神
的
廃
墟
を
も
っ
て

し
る
さ
れ
る.
で
あ
ろ
う
。

」

ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、

「

今
旧
の.
わ.
れ
わ
れ
の
西
，

欧
的
世
界
に
お
い
て
は
ナ
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
崇
拜
^

^
自
己
の
^
双
の
自
己

崇
拝——

と
い
う
も
の
が
.一
個
£

ボ
教
と
な
っ
てお
り
、
わ
れ
わ
れ
は
み
な
こ

れ
に
多
少
と
も
忠
節
を
一
は
げ
ん
で
い
な
い
‘も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
こ

の
1

的
^

^
は
、
も
ち
ろ
ん
一
片
の
偶
像
崇
拝
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

」

そ
し

て
ヘ
イ
ズ
に
よ■れ
は
、
.そ
れ
は
不
寛
容
で
あ
り
、
宗
教
的
で
あ.り
、
.戦
争
.の
..，脅 

(

2〕

，
.

威
を
生
む
の
.で
あ
る
。
.
：

ま
た
社
会
主
義
の
側
か
ら
は
、
ナ
グ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
本
来
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
で 

あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
^
^
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
従
属
さ
せ
る
も
の
とし 

て
攻
撃
さ
れ
る
。
：資
本
主
義
社
会
の
階
級
^
化
が
激
し
く
な
れ
ば
、
民
族
の
一 

体
化
と
い
う
の
は
一
つ
の
欺
瞞
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
そ
れ
を
こ
塗
す
る
た
め
に 

科
学
が
ゅ
が
め
ら
れ'
外
か
ら
の
危
機
の
宣
伝
と
使
命
の
強
調
を
通
じ
て
、
：
排

他
的
、
侵
略
的
感
情
が
動
員
さ
：れ
る
。
そ
れ
は
、
対
外
的
に
は
他
国
を
犠
牲
に 

し
た
市
場
の
争
奪
で
あ
り
、
対
内
的
に
は
、7C
来
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ：

ョ
ナ
ル
な
他 

格

.^
持
つ
革
命
に
ょ
っ
て
の.み
解
決
さ
れ
る
も
の
を
、
単
に
民
族
の
問
題
に
解 

.消
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
国
際
的
な
団
結
を
破
壊
す
る
反
動
で
あ
る
と
し
て
、

.ブ
ル
ジ
:3
;ア
民
族
生
義
と
プ
ロレ
タ
リ
ア
国
際
^
義

が

や

や

も

す

る
と
機
械
的 

に
対
比
さ
れ
る0.
''
,
-
. 

. 

V
. 

. 

.

,

だ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
民
族
主
義
的
段
階
に
つ
い
.て
、，
早
く
か
ら
そ
の 

意
義
を
強
調
し
た
の
は
レ
丨
ニ
ン
で
あ
っ
た
。

一
九
一
三
年
、
彼

は

〔

鋈

の
 

3.
1
ロ‘
ッ
。ハ
と
先
進
の.ア
ジ
ア」

と
い
ヶ
逆
説
的
な
題
の
下
に
、
.r

ア
ジ
ア
に 

は
、
い
た
る
と
こ
ろ
、
強
大
な
民
主
主
義
運
動
が
、
生
長
し
、
據
大
し
、
強
固 

に
な
り
つ
つ
あ
る。
'7
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
ま
だ
' 
人 

民
ど
一
緒
に
反
動
に
杭
し
て
す
す
ん
で
い
る
0
数
億
の
人
間
が
、
長
夜
の
眠
り 

ょ
り
生
活
へ
*>
光
明
へ
、自
由
へ
と
目
ざ
め
つ
つ
あ
る
。

主
義
へ
の
道
は
、 

民
主
主
義
を
通
じ
て
い
：る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
階
級
意
識
あ
る
あ
ら
ゆ
る
労
働 

者
の
心
倩
に
、.こ
の
世
界
的
運
動
は
、
何
と
，い
ぅ
歓
喜
を
、
ょ
び
お
こ
し
て
い 

る
.こ
と
：で.あ
ろ
ぅ
！

す
べ
て
の
誠
実
な
民
主
主
義
者
は
、
若
き
ア
ジ
ア
に
対 

し
て
、
何
と
胸
を
お
ど
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
！

」

と
書
い
て
人
々
の
眼 

を
ア
ジ
ア
の
^
双
運
動
へ
自
げ
、
今
日
の
状
態
を
予
想
し
て
い
た
。
ま
た
ロ
ー 

ザ

-
ル
ク
セ
ン
ブ
.ル
グ
が
、「

社
会
民
主
主
義
の
危
機

」

に
お
い
て
、

戦
争
の 

帝
国
主
義
的
性
質
を
強
調
す
る
の
あ
ま
り
、

_

帝
国
主
義
時
代
に
は
民
族
戦
争
は 

あ
り
得
な
い
と
い
ら
た
の
に
対
し、'-
'
:
,一
 

九
一
六
年
、
'

「

そ
ニ
ゥ
ス
の
小
冊
子
に 

つ
い

て」

.に
お
い
て
、「

植
民
地
お
ょ
び
半
植
民
地
の
が
わ
か
ら
の
員
砠
罾
#-

•
 

六

一(

三
四
七)

現
代
ナ
シ
3
ナ
リ
ズ
A
理

論

の

課

題
;



.は
、：
あ
り
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
不
可
避
的
で
あ
り
、

-進
歩
的
、
革
命
的」

で 

‘
り
、
そ
れ
に
つ.い
て
の
！̂

心

は
.'
#
外
主
義
で
あ
る
と
説
い
た。
.

.

レ
：丨
—
ン
段
階
の
民
族
主
義
が
単.な
.る
抵
抗
で
：あ
っ
た
の
に
対
し.て
、
今
日 

の
そ
れ
は
欧
米
列
強
か
ら
の
解
放
，の
実
現
で
あ
り
、

'世
^'
史
的
に
■は
帝
国
主
義 

に
対
す
る
社
会
、王
義
革
命
の
一
翼
と
し
て
め
意
味
を
持
？
て
い
る
。
中
国
は
人 

民
民
主
生
義
革
命
を
遂
帝
し
、

イ
，ン
ド
も
ま
た
あ
る
種
の
社
会
主
義
を
意
因
し 

.て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
指
導
し
た
も
の
は
、
中
国
な
ど
を
除
け
ば
、
か
ろ

C4)  

パ 

て
ス
ター

リ..
ッ
が
^
待
し
た
よ
う
な
プ
ロ
-:
1/..
タ
リ
ア
I
ト
で
べ
も
共
産
觉
で
も
な
-

く
、
た
と
え
ば
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
会
議
派
で
あ

•っ
た
。

民
族
.戦
争
に
つ
い
て
は
、
す
でに
..レ
I
―
ン
'■の
く
り
返
し
説
く
と
こ
ろ
..で
あ

る
が
、
今
日
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
史
忆
占
め
る
あ
ま
り
に
も
大
き
な
意

義
、
そ
の
中
に
お
け
る
共
産
党
の
比
較
的
小
さ
な
役
割

C

勿
論
中
国
は
別
だ
が

)

と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
々
ル
ク
ス
主
義
は
深
刻
な
混
乱
を
起
こ
す
に
至
っ

た
。
あ
る
も
の
は
レI 
ニ
ン
、
ス

タ

ー
リ
ン
の
書
か
ら
民
族
に
つ
い
て
.の
単
な

る
形
容
詞
を
引
い
て
民
族
の
神
秘
性
に
感
激
し
、
あ
る
も
の
は
民
族
内
部
の
階

■

級
関
係
を
無
視
し
て
単
に
そ
の
世
界
史
的
な
罾
義
に
酔
う
の
で
あ
る
。
勿
論
今

.

日
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
、
愛
国
主
義
と
国
際
主
義
を
結
ぶ
地
盤
を
も
ち
、
.諸

国
の
連
帯
感
が
強
く
、
平
和
原
理
の
提
唱
者
で
あ
り
、
現
実
的
な
性
格
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
点
は
、
レ

ー

 -I.

ン
段
階
以
後
の
特
徴
と
：し
て
高
く
評
価

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
再
び
理
論

は
現
実
の
単
な
る
辦
後
承
認
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
な
か
？

，

ョ

ー

ロ

ツ

バ

に
此
べ
て
、
今
日
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
地
域
の
.社
会
的
な
特
徴

六
ニ
' (

三
.四
八〕

は
、
人
口
の
非
常
に
大
き
な
部
分
で
あ
る
農
.^
や
#
プ
■口
V
タ
リ
ア
が
、
胸
の

ふ
さ
が
る
よ
う
な
貧乱
と無

#
}
f

の
下
に
あ•
る
と.
い
う
こ
と.
で
あ
る
。
上
層
は

封
建
的
大
地
生
や
石
油
利
権
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
少
数
の
.買
#
的
な
資
本
で

あ
り
、.
そ
の
-
9
-間'に
は
、
小
規
模
め
家
内
：工
業
的
な
民
族
資
本
や
商
人
が
い
る

_

:
<
6

> .

に
す
ぎ
な
い
。
大
衆
に
と
っ
て

「

最
大
の
_
い
は
生
存
の
た
め
の
闘
い

」

で
あ 

り
、
.特
権
を
持
つ
少
数
上
層
の
富
裕
に
対
し
て
、
広
沢
な
大
衆
の
お
そ
る
ベ
き 

貧
困
と
'い
う
激
し
い
断
層
は
、.し
ば
し
ば
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
熱
®
的
な 

性
格
を
与
え
る
の
であ
る
。.
こ
の
運
動
を
指
導
する
も
の
は
、
ヨ
！ 
ロ
ッ
パ
の 

教
養
を
受
け
た
ィ
ン
テ.
Uゲ

ゾ
チ
ャ
、
罾
入
、
民
族
資
本
家
な
ど
の
ブ
ル
ジ
ョ 

ア
的
要
素
で
あ
り
、'そ
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
も
の
，は
、
大
衆
の
本 

能
的
な
貧
困
へ
の
抵
抗
、..植
民
地
搾
取
へ
の
抵
抗
、
西
洋
の
支
配
に
対
す
る
抵 

杭及び封建的な社会関係に対する抵杭であった。

：

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
植
い
芋
が
知
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
中
間
階
級
の
利
害
を
代 

表
す
?)
.軍

人(

中
近
東
.で
は
軍
部
が
近
代
的
に
組
織
さ
れ
た
唯
一
の
荚
カ
あ
る 

.単
位
で
あ
り
、
軍
部
を
除
い
て
は
民
族
菜
、命
を
遂
行
す
る
組
織
が
实
際
上
存
在 

し
.な
' い)

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
ま.
た
.い
.ろ
い
ろ
な
問
題
を
投
げ
か 

け
る
。
彼
ら
の
中
立
政
策
は
、
現
在
平
和
勢
力
と
し
て
そ
の
持
つ
意
味
は
極
め 

て
大
き
.い
が
、.先
進
国
の
援
助
に
よ
っ
て
生
産
力
が
増
大
し
た
場
合
、
そ
の
生 

産
固
係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生
ず
る
か
？

す
で
に
述
べ
：た
よ
う
に
、
娘
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
牲
格
も
、
そ
の
担
い 

手
に
よ
っ
て
変
化
す
る
セ
あ
ろ
う
。
ィ
：

\
ド
の
祀
会
主
義
化
は
、
旧
習
打
破
、
 

農
業
改
革
、
福
祉
政
策
を
意
味
す
る
が
、
土
地
改
革
は
生
ぬ
る
く
、
財
閥
の
産

業
+ 乂
配
が
進
ん
で
、
政
府
は
大
部
分
財
間
の
関
係
者
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義 

的
所
有
に
ほ
と
ん
ど
手
をつ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
図
す
る
ところ
'

は
、.資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
馄
合
経
済
で
あ
る
が
、
財
閥
の
援
助
を
受
け
る

. 

会
議
派
に
そ
の
進
路
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
間
は
、，
不
•

な
妥
協
に
終
る
の
み 

.で
あ
ろ
5
。
ア
ラ
ブ
の
民
族
主
義
は
、
外
国
勢
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
は
、：
ア 

ラ
ブ
連
合
共
和
国
と
イ
ラ
ク
と
い
う.一
一
犬
勢
力
の
間
に
、

.
ナ
セ
ル
の
' 反
共
政 

策
、
イ
ラ
ク
の
反
革
命
遮
動
を
め
ぐ
っ.て
確
執
を
生
じ
、
国
内
、
国
外
のM

 

層
の
利
害
を
一
致
さ
せ
るこ
と

は
^

か

し

い

。
農
地
改
革
の
停
滞
、
政
情
不
安
、 

共
産
党
抑
圧
な
ど
は
、
軍
事
独
裁
体
制
の
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

今
！！！

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
を
、
.単
に
外
側
か
ら
総
体
と
し
て
み
る
だ 

け
で
.は
な
く
、
内
部
の
階
級
関
係
の
分
析
に
ま
で
進
办
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は

®: 

治
を
動
か
し
て
い
る
少
数
の
ブ
ル
ジョ
アg
/v
y3
子
と
一
般
大
衆
の
断
層
が
激
し
； 

く
、
そ
め
動
き.い
か
ん
に
ょ
っ
て
は̂

^
化
、
宗
教
と
利
権
を.め
ぐ
る
紛
争
•
の 

増
大
、..イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ょ
う
に
苒
び
貿
弁
化
の
可
能
性
を
も 

指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
，い
。
民
族
問
題
の
真
の
解
決
策
は
、
勤
労
者
の
福
祉
の
増

. 

大
と
徹
底
し
た
民
主
主
義
であ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
民
族
観
ば
、
人
民
大
衆 

の
基
本
的
利
溢
に
密
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ぞ
の
ょ
う
な
ナ
シ
.ロ
ナ
リ
ズ
.
.A
の 

形
成
こ
そ
、
.八
• 

A諸
国
の
課
題
であ
り
、
そ
れ
の
み
が
、
は
じ
め
て
真
のイ 

ン
タ
ー
ナ
シ~ョ
ナ
リ
ズ
、ム
の
道
へ
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。
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小
林
訳
三 
ニ
ニ 
頁
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(

3)
「

民
族
的
利
益
は
、
勤
労
人
民
大
衆
を
、
そ
の
不
具
戴
天
の
敵
で
あ
る 

帝
国
主
義
に
奉
仕
さ
せ
る
た
め.
の
、
欺
瞒
の
手
だ
て
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な 

いJ-  
-------------

-I
ロ.
1
ザ
•
ル
..ク
セ
X
ブ
ル
ダ.
0 .
今
日
で
も
、
た
と
え
ば
チ
ト
I

•.
の.
態
度
は.
ブ
：ル
ジ
3
ア
民
族
主
義
の
泥
沼
に
お
ち
こ
ん
で
い
る
と
攻
撃
さ 

れ
るC

劉
少
奇T

国
際
主
義
と.
民
族
主
義1

参
照)

。

(

4)
「

革
命
を
前
進
さ
せ
、.

資
本
主
義
的
に
発
'達
し
た
植
良
地
•
従
属
国 

の
完
佥
な
独
立
を
か
ち
と
る
こ
と
は
、
妥
協
的
な
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
、丨

■

を
讽
立
さ
せ
、

こ
の
ブ
ル

ジ
ョ
；ア
ジ
I

の
影
響
の

も
と
か
ら
苯
命
的
小
ブ 

ル
ク
3

ア
大
衆
を

解
放
し
、

プ

：ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
へ
ゲ
モ
ー
一

I
確
立
の 

政
策
を
と
り
、
，労
働
：者
階
級
.の
先
進
分
子
を
独
立
の
共
産
党
に
組
織
す
る 

こ
と
な
し
に.
は
、
不
可
能
で

あ
る
0」

(

ス
タ
ー
リ
シ「

東
方

人
K '
大
学
の 

政
治
的
任
務
に
つ
い
て
'

」

前
掲
国
民

文
庫
：

一

〇
：六
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(
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長
洲
氏
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、
六
九〜

七
ニ
頁
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p, 

3
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大
窪
訳
四
頁
。

(

7)

日
本
国
際
政
治
学
会
編「

ニ
つ
の
世
界
と
ナ
ダ
ョ
ナ
リ
X
ム」

一
九

.

五
八
年
、'r

一
 

四
：頁
'

ノ
.

.〔

附
記〕

'
社
浍
主
義
内
部
の
.：民
族
主
義
：に
つ
い
て
は
、

紙
数
の
制
限
.に
ょ
り 

.
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
な
，お
最
近
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
斫
究
と
し 

て
吹
ノ 
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